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教育実践報告

日本人学生を対象とした文学教育の経験と提案

TAHIR, Marghoob Hussain

要約

世界のいずれの言語においても、文学は特に重要である。会話として発生した言語が文
学として開花するには長い歳月を要する。文学には比喩、隠喩、慣用句、俚諺などによっ
て一つの世界が出来上がっている。この世界が築かれ、続くには多くの世代の努力が費や
されてきた。文学の主題や思想は、その言語を話す集団の政治的、社会的、経済的、宗教
的、慣習的な要因によって形成されている。したがって文学はある集団の文化を明らかに、
完璧に映し出す鏡のような存在である。また文学の文体は通常の会話とは異なるものであ
り、文学の理解は困難を伴うものである。文学の教育自体が難解なものである上に、外国
人を対象とした文学の教育はさらに難しいものとなる。特に、その文化や慣習が全く異な
る人々にとっては、異なる言語の文学は理解する上で困難なものとなりうる。
　日本人学生を対象としてウルドゥー文学の歴史や詩、小説などを教育する上で筆者が
感じたことは、文学史を教えつつ、ウルドゥー語の話されている社会の政治的、社会的な
変容についても解説する必要があるということである。
　ウルドゥー短編小説を教育する場合、日本人学生は難解な語彙を調べ、その意味を理
解しようとはするが、小説全体が描こうとする主題を理解することが困難となっている。
また多くの語彙や慣用表現が社会的、文化的背景のもとに用いられているため、これを理
解しないことには小説の世界に入れないのである。さらに小説の文体や主題は、作家に
よって異なるものであり、インドとパキスタンの作家の違いのみならず、パキスタンで
あっても様々な地域の生活文化が異なるため、ウルドゥー語が描き出す様々な社会を理解
するのは困難となる。
　ウルドゥー文学を教育するに当たっては、その主題等が社会や文化を反映しているも
のでありつつも、学生が容易に理解できるような作品を選ぶことが求められる。そして教
員は難解な語彙を分かりやすく説明することが求められる。難解な表現等をまず説明して
うえで、主題に関する議論を行うことによって、作品への理解が深まるのである。また、
文学の主題の変化によって、社会の変化について考察させることができるように、異なる
時代の文学作品を選ぶことも必要であろう。
　日本人学生にとってはウルドゥー詩の理解が最も難しい。韻律、押韻、詩形などをま
ず理解させ、韻文を散文に戻すことで理解が深まるのである。そのうえでウルドゥー詩固
有の主題を解説し、ウルドゥー詩に慣れさせる必要がある。特に恋愛抒情詩ガザルの解説
は困難で、ウルドゥー詩における恋愛観、スーフィズム、宗教的倫理観などを理解した場
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合は、新しい世界が開けたような段階に入ることができる。当初は理解に時間を要するが、
理解が深まり、関心を持つようになると、その内容を深く理解するようになる。語彙につ
いては、語義を教えるだけでなく、その語彙で描かれる感情などを教える必要がある。さ
もなくば、語義を調べるだけに労力が費やされ、文学を鑑賞できなくなるのである。日本
人には音楽を好む人が少なくなく、韻律や押韻などとともに教えると、学生の関心も高ま
る。詩は有名で重要なものを選び、詩を解説したのちに、その内容について文章で書かせ
ると、学生の理解度が把握できる。

キーワード：ウルドゥー語教育、ウルドゥー文学



― 255 ―

 （TAHIR, Marghoob Hussain）



― 256 ―

大阪大学大学院言語文化研究科　外国語教育のフロンティア 1 （2018年）



― 257 ―

 （TAHIR, Marghoob Hussain）


